
2001 年東大理□4  ※2022.6.30 (1)の計算ミス修正。答えは変わりません。 
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(解答 1) 
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したがって、 1 kn においても成立。以上により示された。(証明終) 



(解答 2) 成分計算の方が楽？ 
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このとき、①より 
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したがって、 1 kn においても成立。以上により示された。(証明終) 


